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ササラダニ各種、この中の最大個体の体長は 0.7 ㎜
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❶ ダンゴムシ各種の特徴

▲ 3種のダンゴムシ
　 腹尾節の形で容易に区分できる。
　  左からオカダンゴムシ、ハナダカダンゴ
ムシ、コシビロダンゴムシ

▲左にハナダカダンゴムシ、右にオカダンゴムシ ▲さまざまな体色のオカダンゴムシ



❷ ダンゴムシの生息場所

▲コシビロダンゴムシとその生息場所

▲ハナダカダンゴムシとその生息場所



❸ ダンゴムシの生態

▲雨水を避けて朽木上に避難したオカダンゴムシ

▲  オオシマザクラとタブノキの葉各1枚を、
オカダンゴムシを入れたシャーレに設置
した様子

▲ 1週間後の様子



❹ 大型土壌動物の採取方法

◀枠内の土壌試料を採取した様子

◀土壌試料から動物を採集しているところ

◀  森林の林床に50 cmの方形枠を設置した
様子

◀枠内の土壌試料を採取しているところ



❺ 大型土壌動物（1）

▲ワラジムシ（11㎜） ▲ヒメフナムシ（7㎜）

▲陸貝：キセルガイ（体長25㎜） ▲ヒメミミズ（10㎜）

▲ザトウムシ（5㎜） ▲ヨコエビ（8㎜）



❻ 大型土壌動物（2）

▲アオオサムシ（30㎜） ▲ベッコウヒラタシデムシ（17㎜）

▲オオムカデ（体長80㎜） ▲ヤスデ（30㎜）

▲アザミウマ（2㎜） ▲ゴミムシ（10㎜）

 



❼ ササラダニの採取方法

ササラダニの試料採取の様子
この後に缶の中の土壌試料をA4の紙封筒の中にかき出し、ステープラーでとめる。これを
1試料とし、各調査地で5～8個採取する

▲採取用具

▲ゴム槌で地表と水平になるように打ち込む

▲採土缶の縁に沿ってナイフで土壌を切る

▲  採土缶を掘り出し、はみ出している土をそぎ
落とす



❽ ササラダニ（1）

▲イチモンジダニ（0.4㎜） ▲ホソチビツブダニ（0.2㎜）

▲ヒメヘソイレコダニ（体長0.6㎜） ▲フトツツハラダニ（0.6 ㎜）

▲オオハラミゾダニ（0.7㎜） ▲ヤマトモンツキダニ（0.7㎜）

 



❾ ササラダニ（2）

▲ハバビロオトヒメダニ（0.6㎜） ▲キュウジョウコバネダニ（0.7㎜）

▲ナミツブダニ（体長0.3㎜） ▲トウキョウツブダニ（0.25㎜）

▲ヤマトオオイカダニ（1.2㎜） ▲サカモリコイタダニ（0.4㎜）



10 土壌動物による自然の評価（1）

▲キセルガイ（25 ㎜） ▲イシノミ（12 ㎜）

▲トビムシ（体長1㎜） ▲ハネカクシ（5㎜）

▲カニムシ（4㎜） ▲カメムシ（8㎜）



11 土壌動物による自然の評価（2）

▲自然の豊かさ評価で最高点（93点）を示した円海山のコナラ林

▲土壌動物を土壌中から抽出するツルグレン装置



12 土壌動物による自然の評価（3）

▲自然の豊かさ評価で30点以下のツツジ植え込み（左）と空地雑草群落（右）

▲自然の豊かさ評価で75点以上となるスダジイ林（左）とコナラ林（右）

▲自然の豊かさ評価で50～60点台の屋敷林（左）とモウソウ竹林（右）



青葉区

都筑区

青葉区

都筑区

13 植生図でみる横浜市青葉区・都筑区の植生の変遷（1）

▲明治中期の植生図

▲昭和後期の植生図



青葉区

都筑区

14 植生図でみる横浜市青葉区・都筑区の植生の変遷（2）

▲平成期の植生図

明治中期・昭和後期・平成期の横浜市青葉区と都筑区の植生の変遷
（原田ほか 2012より）

明治期の土地は青葉区・都筑区とも広葉樹林、畑・果樹園、水田
として利用されている。両区の土地利用の違いは昭和後期まで
見られるが、平成期には住宅地が広がり、両区に土地利用の差
がなくなっている。広葉樹林の減少が著しい
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国土地理院の電子地形図（タイル）に調査地点等を追記して掲載国土地理院の電子地形図（タイル）に調査地点等を追記して掲載
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15 横浜市の地図と主な調査地点



17　まえがき

ま
え
が
き

著
者
の
一
人
・
原
田
が
横
浜
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
半
世
紀
の
時
間
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
に
横
浜
の
自

然
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
1
8
0
万
人
で
あ
っ
た
人
口
は
3
7
0
万
人
へ
と
増
加
し
た
が
、
そ
れ
と
反
比
例
す

る
よ
う
に
60
％
ほ
ど
あ
っ
た
緑
被
率
は
今
で
は
30
％
と
な
っ
た
。

職
場
も
横
浜
に
あ
っ
た
関
係
上
、
同
僚
や
学
生
と
調
査
し
た
横
浜
市
内
の
土
壌
動
物
の
資
料
が
溜
ま
っ
て
き
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
調
査
結
果
は
、
論
文
と
し
て
ま
と
め
て
き
た
が
、
横
浜
市
内
に
生
息
す
る
土
壌
動
物
の
目
か
ら
横
浜
の
自
然

を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
よ
う
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
が
、
本
書
で
あ
る
。

こ
の
本
は
4
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
1
章
の
「
ダ
ン
ゴ
ム
シ
」
は
、
先
﨑
と
原
田
の
共
著
で
あ
る
。
横
浜
市

立
金
沢
動
物
園
に
勤
務
す
る
先
﨑
は
、
動
物
園
の
敷
地
内
と
隣
接
す
る
能
見
堂
緑
地
に
ハ
ナ
ダ
カ
ダ
ン
ゴ
ム
シ
が
生
息

し
て
い
る
こ
と
を
以
前
よ
り
確
認
し
て
い
た
。
両
地
域
は
今
の
と
こ
ろ
横
浜
市
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
関
東
地
方
で
も

最
も
ハ
ナ
ダ
カ
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
生
息
密
度
が
高
い
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
研
究
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
に

三
溪
園
で
の
成
果
を
加
え
て
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
一
般
的
特
性
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

第
2
章
の
「
大
型
土
壌
動
物
」
を
担
当
し
た
の
は
大
久
保
で
あ
る
。
彼
と
は
か
つ
て
冷
温
帯
域
で
の
土
壌
動
物
に
よ

る
自
然
性
の
評
価
で
あ
る
「
大
久
保
・
原
田
式
」
を
共
同
で
提
案
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
第
4
章
で
も



触
れ
て
い
る
。
現
在
は
長
野
県
内
に
あ
る
農
業
研
究
所
に
て
、
化
学
合
成
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
、
土
壌
動
物
を

は
じ
め
と
し
た
生
き
も
の
を
活
用
す
る
有
機
農
業
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
3
章
は
「
サ
サ
ラ
ダ
ニ
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ダ
ニ
と
聞
く
と
、
他
の
動
物
か
ら
血
を
吸
う
あ
の
い
や
ら
し
い
動

物
を
思
い
出
す
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ダ
ニ
は
人
に
は
害
は
与
え
ず
に
、
自
然
界
に

と
っ
て
は
重
要
な
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
善
良
な
ダ
ニ
で
あ
る
。
サ
サ
ラ
ダ
ニ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
サ
サ
ラ
ダ
ニ

が
環
境
の
変
化
に
敏
感
に
反
応
し
て
い
る
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
。
著
者
の
栗
城
は
長
い
間
、
奥
羽
大
学
で
教
鞭
を

と
っ
て
き
た
サ
サ
ラ
ダ
ニ
研
究
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

第
4
章
は
「
土
壌
動
物
に
よ
る
横
浜
の
自
然
の
評
価
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
場
所
の
現
在
の
環
境
状
態
が
、
健
全

環
境
か
ら
ど
の
く
ら
い
隔
た
っ
て
い
る
か
を
、
土
壌
動
物
の
群
集
組
成
か
ら
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
健
全

環
境
を
そ
の
土
地
の
極
相
林
に
求
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
土
壌
動
物
に
評
点
を
与
え
、
土
壌
動
物
群
集
の
組
成
を
点

数
評
価
し
、
そ
の
場
所
の
自
然
性
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
点
数
評
価
に
実
績
が
あ
る
原
田
が
担
当
し
て

い
る
。

原
田
は
2
年
前
に
「
土
壌
動
物
―
そ
の
生
態
分
布
と
多
様
性
」（
東
海
大
学
出
版
部
）を
、
ま
た
栗
城
は
3
年
前
に
「
湿

原
に
生
息
す
る
サ
サ
ラ
ダ
ニ
―
魅
力
的
な
世
界
へ
の
誘
い
」（
歴
史
春
秋
社
）と
い
う
本
を
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
た
が
、
今

回
は
そ
れ
ら
よ
り
も
さ
ら
に
一
般
向
け
と
い
う
立
場
で
執
筆
し
よ
う
と
心
が
け
た
。

こ
の
本
に
よ
っ
て
一
人
で
も
多
く
の
方
に
土
の
中
の
小
さ
な
生
き
も
の
や
都
市
の
自
然
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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第
1
章　

ダ
ン
ゴ
ム
シ *

1　

横
浜
に
棲
ん
で
い
る
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
概
略＊

誰
も
が
知
っ
て
い
る 
ダ
ン
ゴ
ム
シ
で
は
あ
る
が
、
日
本
在
来
の
種
と 

外
来
種
が
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
文
明
開
化
前
の
横
浜
に
は
主
に
樹
林
地
を
中
心
に
在
来
の
種
だ
け
が
棲
ん
で
い
た
。
こ
の
在
来
の
ダ
ン
ゴ
ム
シ
を

 

コ
シ
ビ
ロ
ダ
ン
ゴ
ム
シ
科（
以
下
コ
シ
ビ
ロ
）と
い
う
。
最
近
の
研
究
で
は
、
関
東
地
方
に
は
3
種
の
コ
シ
ビ
ロ
が
い
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

横
浜
で
は
3
種
と
も
生
息
し
て
い
る
。
保ほ

ど

が

や

土
ヶ
谷
区
の
横
浜
国
立
大
学
構
内
の
照
葉
樹
環
境
保
全
林
と
英
連
邦
戦
死

者
墓
地
の
ス
ダ
ジ
イ
林
、
都
筑
区
鴨
池
公
園
の
コ
ナ
ラ
―
ア
ラ
カ
シ
林
の
3
か
所
で
は
、 

セ
グ
ロ
コ
シ
ビ
ロ
ダ
ン
ゴ
ム

シ
が
見
つ
か
っ
て
い
る（K

arasaw
a et al. 2014

）。
ま
た
、
中
区 

三さ
ん

溪け
い

園え
ん

の
も
の
は 

ト
ウ
キ
ョ
ウ
コ
シ
ビ
ロ
ダ
ン
ゴ
ム
シ

と 

タ
マ
コ
シ
ビ
ロ
ダ
ン
ゴ
ム
シ
属
の
一
種（
先
崎
・
原
田 
2
0
1
6
）で
、
後
者
は
ま
だ
正
式
な
名
前
が
付
い
て
い
な
い
。

種
の
区
別
は
と
て
も
難
し
く
、
専
門
家
の
出
番
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
*　

原
田（
2
0
1
6
）に
加
筆
、
修
正
。



このプレビューでは表示されない頁があります。



59　第2章　大型土壌動物

第
2
章　

大
型
土
壌
動
物

1　

大
型
土
壌
動
物
と
は
何
か
？

土
の
中
に
は
ダ
ン
ゴ
ム
シ
以
外
に
も
様
々
な
生
き
も
の
が
生
息
し
て
い
る
。
倒
木
や
石
を
動
か
し
た
り
、
落
ち
葉
を

か
き
分
け
て
、
う
ご
め
く
沢
山
の
生
き
も
の
を
見
つ
け
た
経
験
の
あ
る
方
は
多
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
小
さ
な
ア
メ
ー

バ
か
ら
大
き
な
ミ
ミ
ズ
や
モ
グ
ラ
ま
で
様
々
い
て
、
研
究
者
で
も
そ
の
全
体
を
理
解
す
る
の
は
難
し
く
複
雑
な
世
界
が

広
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
理
解
の
一
助
と
し
て
様
々
な
分
類
方
法
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
体
の
大
き
さ
に
よ

る
類
別
が
あ
る
。
こ
の
類
別
で
は
、
野
外
に
お
い
て
肉
眼
で
簡
単
に
見
つ
け
ら
れ
る
体
長
2
㎜
以
上
の
も
の
を
「
大
型

土
壌
動
物
」、
抽
出
装
置
を
用
い
て
分
離
で
き
る
0･
2
〜
2
㎜
程
度
の
も
の
を
「
中
型
土
壌
動
物
」、
そ
れ
以
下
の
微

小
な
も
の
を
「
小
型
土
壌
動
物
」
と
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
比
較
的
簡
単
に
観
察
で
き
る
た
め
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

 

大
型
土
壌
動
物
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。



このプレビューでは表示されない頁があります。
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第
3
章　

サ
サ
ラ
ダ
ニ

皆
さ
ん
は
サ
サ
ラ
ダ
ニ
と
い
う
ダ
ニ
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
最
近
、
中
学
校
や
高
等
学
校
の
教
科
書
に
は
、
課
題
研

究
と
し
て
サ
サ
ラ
ダ
ニ
の
調
べ
方
と
と
も
に
写
真
も
載
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
実
際
に
サ
サ
ラ
ダ
ニ
を
観
察
し
た
こ

と
の
あ
る
方
は
ど
の
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
。
土
の
中
に
い
る 

ダ
ニ
な
の
で
、
観
察
す
る
た
め
に
は
い
く
つ
か
の
道
具

と
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
度
観
察
し
て
み
る
と
、
そ
の
か
わ
い
さ
に
必
ず
や
そ
の
虜
に
な
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。
こ
の
章
は
横
浜
市
に
生
息
し
て
い
る 

サ
サ
ラ
ダ
ニ
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
。

1　

サ
サ
ラ
ダ
ニ
と
は
何
か
？　

サ
サ
ラ
ダ
ニ
は
ダ
ニ
の
仲
間
な
の
で
、
昆
虫
と
は
身
体
の
作
り
に
お
い
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
昆
虫
の
身
体
は
頭

部
・
胸
部
・
腹
部
の
3
つ
に
分
け
ら
れ
、
多
く
は
1
対
の
複
眼
と
触
角
、
2
対
の
羽
根
を
持
つ
が
、
ダ
ニ
に
は
頭
胸
腹

の
区
別
が
な
く
複
眼
も
触
角
も
羽
根
も
な
い
。
ま
た
昆
虫
は
3
対
、
ダ
ニ
は
4
対
の
脚
を
持
つ
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

ダ
ニ
と
同
じ
4
対
の
脚
を
持
つ
ク
モ
の
身
体
は
、
腹
部
は
区
分
さ
れ
る
が
頭
と
胸
の
境
が
な
い
の
で
ダ
ニ
と
は
明
ら
か

に
異
な
る
。



このプレビューでは表示されない頁があります。
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第
4
章　

土
壌
動
物
に
よ
る
横
浜
の
自
然
の
評
価

土
壌
中
に
生
息
す
る
動
物
の
い
く
つ
か
は
、
主
に
落
葉
や
落
枝
な
ど
の
腐
り
か
け
た
植
物
質
を
食
物
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
動
物
が
排
泄
す
る
糞
が
土
壌
中
に
堆
積
す
る
こ
と
や
動
物
た
ち
が
動
き
回
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
壌

の
性
質
も
変
化
し
て
い
く
。

生
物
遺
体
の
分
解
や
土
壌
構
造
の
改
良
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
土
壌
動
物
が
、
環
境 

指
標
生
物
と
し
て
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
種
数
と
個
体
数
が
多
い
、
環
境
変
化
に
対
し
て
敏
感
に
反
応
す
る
、
他
動
的
移

動
分
散
能
力
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
土
壌
動
物
と
環
境
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る（
青
木 

1
9
9
5
）。

こ
こ
で
は
第
2
章
で
扱
っ
た
体
長
が
2
㎜
以
上
の
肉
眼
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
陸
貝
、
ミ
ミ
ズ
、
ク
モ
、 

ダ

ン
ゴ
ム
シ
、
ワ
ラ
ジ
ム
シ
、
ヤ
ス
デ
、
ム
カ
デ
な
ど
の 
大
型
土
壌
動
物
と
、
第
3
章
に
出
て
い
る 

サ
サ
ラ
ダ
ニ
を
対
象

と
し
て
、
自
然
性
の
高
低
を
点
数
で
評
価
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

な
お
、
土
壌
動
物
の
採
集
法
や
抽
出
法
の
う
ち
、
大
型
土
壌
動
物
に
つ
い
て
は
第
2
章
「
大
型
土
壌
動
物
」、
サ
サ

ラ
ダ
ニ
に
つ
い
て
は
第
3
章
「
サ
サ
ラ
ダ
ニ
」
の
と
こ
ろ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
願
い
た
い
。



このプレビューでは表示されない頁があります。



4　結果・考察上の注意　150

●横浜で見られるキノコ
コラム5

マイタケ

ニガクリタケ

テングタケエノキタケ

ナラタケムラサキシメジ

落葉や落枝などの有機物は土壌動物
が摂食することで機械的に分解され、
糞として排出される。これが菌（キノ
コ）によって無機物へと化学的に分解
される。また、キノコは土壌動物の
餌にもなっている。P.93にササラダニとキノコの関係が説明されている。
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あ
と
が
き

土
壌
動
物
の
生
き
ざ
ま
か
ら
今
の
横
浜
の
自
然
の
一
端
を
垣
間
見
よ
う
と
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。「
土
の
中

の
生
き
も
の
か
ら
み
た
横
浜
の
自
然
」
と
い
う
題
名
で
は
、
読
者
に
「
読
み
物
風
」
の
普
及
書
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
共
著
者
か
ら
も
出
た
。
解
析
の
多
く
は
図
表
を
用
い
て
の
説
明
で
は
あ
る
が
、
図
も

表
も
簡
単
な
も
の
な
の
で
、
一
般
書
と
し
て
こ
の
ま
ま
の
題
名
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

第
1
章
の
「
ダ
ン
ゴ
ム
シ
」
と
第
3
章
の
「
サ
サ
ラ
ダ
ニ
」
で
は
種
レ
ベ
ル
、
第
2
章
の
「
大
型
土
壌
動
物
」
で
は
目

や
科
レ
ベ
ル
で
の
解
析
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
4
章
の
「
土
壌
動
物
に
よ
る
自
然
性
の
評
価
」
は
両
方
の
レ
ベ
ル

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
動
物
群
が
種
の
レ
ベ
ル
で
区
分
さ
れ
、
そ
の
区
分
が
簡
単
な
も
の
な
ら
よ
い
の
だ
が
そ
う
容
易
で
は
な

い
。
ダ
ン
ゴ
ム
シ
や
ミ
ミ
ズ
に
名
前
が
付
い
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
聞
き
な
れ
な
い
名
前
の
動
物
が
出

て
く
る
が
、
お
も
し
ろ
い
名
前
が
付
い
て
い
る
も
の
だ
と
読
み
流
し
、
先
に
進
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
解
り
や
す
い
と
思

わ
れ
る
。

本
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
。
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
の
青
木
淳
一
先
生

に
は
長
い
間
に
わ
た
り
土
壌
動
物
全
般
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
先
生
と
の
共
著
の
論
文
か
ら
い
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く
つ
か
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
同
定
で
は
富
山
市
在
住
の
布
村 

昇
博
士
と
鳥
取
大
学
地
域
学
部
の
唐
沢
重
考
准
教
授
、
陸
産
貝
類

に
つ
い
て
は
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
の
黒
住
耐
二
博
士
、
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
野
外
調
査
で
は
横
浜
市
在
住
の
芳
村 

工
氏
、

第
2
章
の
図
の
作
成
で
は
農
研
機
構
東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
内
田
智
子
博
士
、
第
4
章
の
図
の
作
成
で
は
Ｉ
Ｇ
Ｅ

Ｓ
国
際
生
態
学
セ
ン
タ
ー
の
林 

寿
則
博
士
、
森
林
林
床
の
原
図
は
藤
沢
市
役
所
の
原
田
敦
子
氏
に
ご
援
助
・
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
カ
バ
ー
表
紙
の
写
真
は
横
浜
市
温
暖
化
対
策
統
括
本
部
の
吉
田
美
緒
氏
、
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
朽
木

上
の
写
真
は
静
岡
市
在
住
の
栗
田
あ
と
り
氏
、
マ
イ
タ
ケ
の
写
真
は
横
浜
国
立
大
学
に
提
出
し
た
岩
間
淳
美
氏
の
卒
業

論
文
か
ら
借
用
し
た
。
以
上
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

本
書
の
出
版
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
海
青
社
の
宮
内 

久
氏
と
福
井
将
人
氏

に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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